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授 業 記 録 

 

「多様性」と向き合う 

 

荒井 英治郎（信州大学学術研究院総合人間科学系） 

 

 

１．はじめに 

 

 本稿は、2021 年度に開講した教職科目（選択）「現代社会と教育問題」（2021 年 12 月 14

日）の授業にオンラインゲストとしてご参加いただいたゲストティーチャー（住田昌治氏：

横浜市立日枝小学校長）の講演内容を再構成したものである。記録作成に当たっては、本学

の学生である清水健太さんに尽力いただいた。記して感謝を申し上げたい。 

 

２．ゲストティーチャーの話 

 

（１）自己紹介 

 

【ゲスト】今日は「カラフルな学校づくり」

をテーマにしていこうと考えていたので

すが、現在の状況や今起こっていることを

見た時に、何と向き合うかということで新

たなことも加えています。 

最初にこのスライドを見てください。こ

れは運動会で子どもたちが頑張ったこと

をタブレットで各教室から「ビスケット」

というプログラミングソフトを使って書

いて放送室へ送り、放送室前の廊下や天井

にプロジェクションマッピングで映して

1 つの作品にしました。今年にやったこと

です。 

今学校では、これまで通りにできない中

で子どもたちが色々と考えながら新しい

ものを生み出そうとしているということ 

 

で、タブレットを使い、このようなことが

できるようになったと私も感激したので

すが、競い合うことから 1つの物をみんな

で協力して作り上げていこうという価値

観を見出していくことが今学校では起こ

っています。どんどん変化している状態が、

学校の状態です。 

私は今横浜市立日枝小学校の校長をし

ております。本を出したり講演活動をした

り閉じこもらないようにしながら、色々な

外の人とつながりながら自分も高めてい

くことをやっています。校長としては 12

年目で、今年で再任用 4 年です。今は 63

歳、まだ伸び盛りということで、まだまだ

色々なことを学び続けなければいけない

です。 

 

（２）校長とは 
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【ゲスト】私が書いた『カラフルな学校づ

くり─ESD実践と校長マインド』（学文社，

2019年）の中に、「校長って何をする人？」

と最初に書いているのですが、「何か挨拶

ごとがあるとやってきて話す人」というよ

うに捉えられているかもしれません。担任

の先生が子どもに説明するときに困って

います。校長先生の仕事について話すとき

に、先生は「校長先生は学校で一番偉い人

です。」ということを言われるのですが、

これはかなりまずいことです。一番偉い人

だから「偉い人の言うこと聞きなさい。」

ということになるわけです。教室では、「先

生が一番偉い」となり、「いうことを聞き

なさい」「敬語を使いなさい」「なんでも相

談しなさい」と押し付けていくことで、指

導力があると感じてしまうまずさがある

と感じます。多様性の時代ですから、その

ようなものは払拭していく必要があり、

「校長って何をする人？」に対して、「み

んなを幸せにする人」と言ってくれると、

すごくいいなと思います。 

私の目標は、存在感を消すことです。「校

長がいなくても学校は大丈夫です。」とい

うように、「自分がいなくても大丈夫」と

いう組織を作ることが必要だと思ってい

ます。あり方としては「サーバントリーダ

ー」です。それから「任せるマネジメント」

と「ファシリテーター」ですね。「ティー

チャーからファシリテーター」というよう

に「教え込む人から、引き出す人へ」、「横

並びにするのではなく、みんなの力をどう

引き出すのか」ということがすごく大事な

ことです。そういう意味でもマネジメント

が大事です。従来の「支配型リーダーシッ

プ」は、「権限に基づき、自分のやりたい

ことがあり、みんなの力で実現してもらう」

というもので、メンバーへの説明・指示な

らまだいいのですが、命令をして「やらせ

る」というものがあります。例えば、「校

長先生のために働いています」となると、

校長先生のキャパシティの中でみんなが

動いていくことになります。こうではなく、

信頼に基づいた影響力ということで「みん

ながやりたいことをどう実現するか」、「み

んなのために働くリーダー」という「サー

バントリーダー」という形をとっています。

こうなると、メンバーがみんな成長してい

きます。「人を変えようではなく自分を変

えよう」というやり方での学校経営です。

このことは、校長に限りません。学級担任

も色々なところで働いている人たちも同

じで、組織の中で「みんなの力を引き出そ

う」や「みんなで何かを成し遂げよう」と

いうときは、「自分についてくれば何とか

なりますよ」ではなく、「みんなの力を最

大限引き出す」形にする必要があります。

スポーツのコーチなどはこのような形で

進めていると思います。 

 

（３）カラフルな学校づくりとは 

 

【ゲスト】これまで『カラフルな学校づく

り─ESD 実践と校長マインド』（学文社，

2019 年）と『カラフルな学校づくり』と

『「任せる」マネジメント』（学陽書房，2020

年）という本の中に、私の学校経営につい

て書いています。あと『校長の覚悟─稀代

の校長 5人に問う、校長のなすべきこと』

（教育開発研究所，2021年）や雑誌の『プ

リンシパル』、新聞などでも自分の思って
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いることを発信することやアウトプット

することが大事ですから、自分の考えをし

っかりと確実にしていくことを繰り返し

て自分が止まることなく伸び続ける、止ま

ることなく伸び続けようと思っています。

講演も年間約 30回で内容は主に ESD、学

校づくり、リーダーシップ、マネジメント、

働き方、元気づけ（エンパワーメント）な

どについて話をしています。ポイントは、

「管理しない・コントロールしない」です。

「管理」は、自分のキャパシティ内で何事

も収めようとするため周囲の人は伸びて

いくことや追い越すことができません。先

生は子どもたちが、「自分たちを超えてい

ってほしい」と言うものの、「管理」しよ

うとしており、これはまずいです。 

私は ESD を推進しています。まず、教

職員が元気な学校づくりで学校を持続可

能にしようというもので、それは「カラフ

ル」です。どういうことかというと、変化

の激しい社会の中で、人に言われた通りに

やっていてもそれが上手くいくかわから

ない、正しいかわからないため、主体的に

行動できる人が必要であり、子どもも先生

たちも元気ではないと「ものを考えよう」

や「みんなと一緒に考えよう」という気持

ちにはならないですね。なので、元気であ

ることが必要です。学校は、決して「ブラ

ック」なのではなく、互いの違いを認め合

う「カラフル」な学校づくりを目指してい

ます。この「違い」が大切で、「間違い」

ではないので違いがあるのは当たり前で、

それを認め合うことが再優先であり、「言

っていること、考えていることが違う」、

しかし、「それも面白いよね」というよう

に「自分も OK、他人も OK」というよう

にいかないと、「自分は OK、人はダメ」で

はどんどんブラックになる。ギクシャクし

たり言い争いが起こったりします。「間違

い」ではなく「違う」ために自分が人と違

うことを恐れないこと、なんでも人と同じ

であることはないので、人と違うことは恐

ろしいことでもおかしいことではなく、大

切です。自分が人と違うことに自信や安心

感を持ち、言ったりやったりできることが

大事だと思います。 

校長室は脱校長室で校長室らしからぬ

校長室を作っているのですが、座卓で座っ

たりハイテーブルのような高いところで

話したりと、模様替えをしています。企業

のオフィスなどに行くと、このようなリラ

ックスする場所があるので、私は校長室に

ハンモックを入れています。先生方がリラ

ックスや話をしたり休んだりしています。

後は、カフェで、日本の学校ではあまりあ

りませんが、みんなが笑顔で元気でとなる

と安心して話せる場づくりが大事だと思

います。あと、レゴです。今、レゴを使っ

た研修をよくやるのですが、「創造する・

イノベーションを起こす」場所では創造力

を発揮するためのものが必要で、頭で考え

てもなかなかできないことを作り出して

いくということです。子どもたちも、円卓

を使ってみんなで安心して話し合う場づ

くりにやっているわけです。 

ここで紹介したいのが「サスティナブル

マップ」です。106個のサスティナビリテ

ィーがあり、教室の中にあるように色々な

学びの形態があるわけです。だから、「色々

な違いを保障されていく」、「色々なことを

みんなで認め合いながら、楽しい学校を作

っていく」というわけで、この中に私や先
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生たちもいるのです。地域とのつながりや

色々なものが、学校の中に込められていま

す。おそらく大学や学校関係者もそうです

が、課題ばかり見つかる中で、良いことも

たくさんあり、いいことを続けていくと、

学校はもっと楽しくなるはずなのです。で

すが、「授業はみんなこうじゃなきゃダメ」

と言われると、教室が一色になり非常に危

険です。みんなが同じであることは非常に

息苦しいので、そのような学校づくりは望

ましくないと思っています。 

 

（４）「地球」と向き合う 

 

【ゲスト】さて、今アメリカで竜巻の被害

があり、コロナも世界的に続いている中で

「地球と向き合う」こともすごく大事だと

思っています。12 月のこの時期に竜巻が

起こり、ものすごい被害が出ています。「地

球は今どうなっているのか？」ということ

なのですが、先日、ユネスコのシンポジウ

ムで 2050年に向けた教育について議論し

ました。2030 年の先を見ないと、みんな

が健康に安全に、快適に生活していくには

非常に危険な状況になっています。 

ここで紹介したいのが、JAMSTECの資

料なのですが、1950年から 2100年までの

地球の気温の様子がわかります。これが今

日の JAMSTEC の地球全体の温度ですが、

人生 100 年時代ですから 2100年に皆さん

は 100歳ぐらいですね。皆さんの子どもや

孫はこの状況で生きなければならないと

考えたら、なんとかしなければならないと

思います。 

今年の竜巻も異常な暑さが原因かもし

れないと言われており、温暖化の問題です。

このようなことをどうするのか、いつまで

持続できるのだろうか、CO₂をどんどん排

出しており私たちに何か原因はないのか

を考えてみたいと思います。 

2013 年にラナプラザの悲劇ということ

があり、バングラデシュで亡くなった人が

たくさんいます。これはファッション業界

が一円でも安く服を作ろうということで、

縫製工場がこのビルに沢山入っていたの

ですが、私たちの生活が大量生産大量消費

で誰かの犠牲の上に成り立つファッショ

ンとなっています。ここでは児童労働の問

題や多くの女性の方が働いていました。そ

して、建物にヒビが入っているにも関わら

ず稼働し、崩れ落ちてしまったということ

です。 

このようなことから、ファストファッシ

ョン業界は大量生産大量消費をできるだ

け抑えて、リサイクルをいう話になりまし

た。それにも関わらず、これは南米ペルー

の砂漠ですが、ここに大量の服が輸入され

て捨てられています。当然リサイクルされ

るものもあるようですが、これは我々も含

め多くの作られた洋服が店に行く前に捨

てられており、それを地域の方々が使える

ものを使おうと言っているのですが、かな

り有害な物質がここから出ている可能性

があるわけです。こういう生活をずっと続

けてしまっていると言うことが地球温暖

化に繋がるかもしれません。全く他人事で

はなく自分事として捉えなければならな

いです。 

さらに毎日マスクしていますが、このマ

スクがかなり海に行っている可能性があ

ります。不織布なので簡単にはなくならな

いですよね。例えば、こういう皮肉があり
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ます。海辺に行き砂浜を歩くと、鳥やイヌ

は足跡を、亀は可愛いウミガメの跡を、人

はゴミを残すと言われるのです。そのよう

なことがあるので、SDGsでは、「つくる責

任」、「つかう責任」はあるが、「暮らす責

任」、「捨てる責任」もあるのではないかと

いう話になっています。それに対して、作

り暮らすために使うが、「捨てる時に常に

分けて捨てているのか」、「使えるのに捨て

たりしていないか」、「捨てる量を減らそう

としていないのではないか」などに警鐘が

鳴らされています。やはり、ゴミは非常に

大きな問題としてあります。例えば、日枝

小学校では近くの川での学習があるので

すが、学んでいる横にゴミがあり子どもた

ちはそれに気づいてこのゴミをなくさな

いと生き物たちが生きられなくなってし

まうじゃないかということで、生き物の勉

強をしつつ、ゴミ拾いをしています。 

その他、5年生の子たちは、パタゴニア

や大学とコラボレーションしてお気に入

りだった服をエコバッグに変えて地域の

スーパーに貸し出す取り組みをしていま

した。これは NHKの Eテレでも取り上げ

られた内容であります。 

さらに、ある学校で校庭にある木から染

物を作って保健室のカーテンを染めるな

ど、身近に癒しがある環境や自然などを意

識してやっています。学校で ESD を進め

ていく時には自分事化することが大事で

す。「教科書に書いてありますから」では

なく、自然災害に対して、自分たちがもし

かすると原因を作っているかもしれない

という当事者意識を持つことが大事なわ

けです。ですから「どうせやっても無理だ」、

「これは誰かやってくれないと無理だ」で

はなく、「自分たちが変えよう」とか考え

ながら取り組んでいくことが必要で、一人

の人がやるのではなく、学校ぐるみ、地域

ぐるみで、です。 

例えば、廊下にコーナーを設けており、

「大切な食べ物は捨てられています」等を

みんなに知らせています。関連本もたくさ

んあります。「SDGsは学校図書館から」と

いうものを Facebook のグループを作って

やっているのですが、今インターネットの

時代でデジタルが主だと言いますが、手に

取り見る本は子どもたちにとっては大切

です。デジタルではめくりながら読むこと

は味わえないものもあるので、SDGsコー

ナーを図書館で作っています。 

また、給食の時には、食べることで世界

食糧デーの存在を知らせ、パンフレットを

家庭に持ち帰り家庭でも考えてもらって

います。日枝小学校での SDGs プロジェク

トチーム推進協議会では、SDGsサーベイ

を作り、今自分が SDGsをどれほど知って

いるか、やっているかなどを QRコードを

登録しながら問題を解いていくことも始

めました。 

 

（５）ESDと向き合う 

 

【ゲスト】では、ESDとは何か。今は学習

指導要領にESD が位置づけられています

が、教員の認知度は 26.3%が知らず、「知

っているがよくわからない」が 39%、「知

っている」が 20%であり、実際に ESD を

考えながら授業をしている人は 12%です。

約 1 割の人しか ESD を意識した授業をし

てないのです。学習指導要領に位置づけら

れているためこれに沿って授業していく
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と、ESDはやっていることになるのです。

学習指導要領の前文や総則などには「持続

可能な社会の創り手となることができる

ようにすることが求められる」とあります

が、これが ESD です。基本的な考え方は、

環境や経済、社会の統合的な発展をバラン

スよくということです。今は環境破壊と経

済を何とかして社会は少し弱めで、コミュ

ニティがうまく作れていないなどがあり

ます。だから環境を今のように壊し続ける

こともなく経済もある程度保たなければ

ならないことあり、コミュニティを作りな

がらもしっかり練習しながらバランスよ

く発展して行きたいということが、ESDの

基本的な考え方です。今の状態が持続不可

能ということならば、偏った開発や誰かが

不幸になるやり方は望ましくないという

ことです。今、この項目中でうまくいって

いるものは日本の国で言うとあるかもし

れないですが、世界的に見ると全体的にう

まくいってないと言った方が正しい。これ

が全体的に少しずつ良くなっていく方法

を考えることが基本的な考え方なのです。

「地球に向き合う」という点からすれば、

何とかしなければならないレベルを越え

ているものばかりで、危機的状況だと捉え、

何か自分ができることはないかを考える

必要があるわけです。また ESD は全ての

SDGs達成への鍵だと言われており、17の

項目の中心で教育がその役割となります。 

小学校 6年生の理科の教科書には、「持

続可能な社会とは将来が生まれてくる

人々が暮らしやすい環境を残しながら今

を生きる人々も豊かに暮らす社会のこと

です」と書かれてあります。将来の人は子

どもも含めて暮らしやすく、かつ、今の人

が我慢せず豊かであることを目指してい

く必要があります。子どもたちに自分にで

きることは何かを考えさせる授業で問う

のだから、大人が答えられるようにしてい

かなければなりません。全ての人が当事者

で、子どもに大人が教える学びではなくな

りつつあり、「一緒に学ぶ」や「子どもに

学ぶ」などの時代に入ってきています。 

まとめると、持続可能な社会とは、長く

快適に暮らしたいというサスティナビリ

ティで、そのためにみんなで対話し行動す

ることが ESD です。そして、これだけは

やっておきたいことが SDGs というわけ

です。 

 

（６）「働き方」と向き合う 

 

【ゲスト】私の学校では、「得意なことが

ある人は苦手なところをみんなでサポー

トや協力する」、「不得意を手放してくれれ

ば自分がそこを受けようというパズルを

合わせるようにお互い助け合う」といった

関係性や、プロジェクトチームで話し合い

ながら色々なことを決めることを大事に

しています。現実には 5478 人の公立学校

教職員が精神疾患で休職しています。原因

は何かというと「ビルド&ビルド」で、や

ることがどんどん増えているわけです。コ

ロナ対応や保護者対応に長時間労働など

の業務量の増加や複雑化の要因がありま

す。加えて、職場のハラスメントが話題と

なっており、ストレスがかかっていること

があるわけです。最近では、教師のバトン

があり「本当は魅力的な仕事でお金に変え

られないものもあります。みんなでそのよ

うな意見を出し合いましょう」となったの
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ですが、結果的には膿や愚痴が出る結果に

なってしまったわけです。 

私は働き方改革を ESD の視点で互いを

元気づけて教師自身が持続可能な働き方

へと舵を切っていくことで持続可能な社

会をつくっていきたいと思っています。将

来のことまで考えられないゆとりのない

働き方をしていては、2030年とか 2050年

を考えて子どもを育てることはできませ

ん。ゆとりがないと視野が狭くなっていて

しまいます。ですので、これまでの計画を

ただやるのではなく、今までのあり方を見

直しデザインしていくことが必要です。既

存のことを否定するのではなく、一度立ち

止まり持続化の方向へみんなで話し合い

変えていく「再方向付け・変容」をするこ

とが大切です。私がやって来たことは、「理

想の一日を作ろう。心と体をケアする風土

を作ろう」で、自分の 1日をどういう一日

にするかを決めるワークショップをして

います。食べることや寝ることの時間を大

事にしないとイライラし、集中力もなくパ

フォーマンスも上がらないことがありま

す。子どもの前にどのように立ちたいかと

考えた時に、笑顔で子どもの前に立たなけ

れば、いい授業はできないわけです。 

また、出勤から退勤時間の間に何をして

いるかを書き、1日をデザインして自分が

大事にするものは何かを考えてもらうこ

ともあります。例えば、授業の時間や就寝、

子どもの世話など、人それぞれ違い、働き

方も同様で「大切にしていることが大切に

できているか」ということです。できてな

い場合は、「どうすればそれができるか」

を投げかけます。1日どのように過ごして

いるのかについて立ち止まって考える時

間がないのが現状ですから、モニタリング

してみるといいです。本当は「これがやり

たいがやれていない」などはストレスにな

るのではないかということです。さらに、

このような「普段の 1 日を理想の 1 日に

どのように変えていくかワークショップ」

や、「幸せの学校づくりワークショップ」

などで、みんなが声を上げ、考えを出し話

し合うだけでもケアされたことはありま

す。 

その結果、ストレスチェックのリスクも

少しずつ減少していき、去年と今年は全国

平均を下回りました。また「職場で相談で

きる相手がいること」の数値が上がりまし

たが、仕事量が減少したことが理由ではあ

りません。 

「エージェンシー」とは、人が決めたこ

とをやることではなく、自分で考えて自分

でやることです。横浜市教育委員会が出し

た通知では「自分の働き方は自分で決める」

といった問題提起を投げかけており、学校

教育目標は子どもたちだけでは不十分で、

先生のハッピーが子ども達を育成するこ

とを丁寧に伝えています。主体的に考え行

動しお互いの働き方を認め合うことが、カ

ラフルな学校づくりのベースとなります。

違いをお互いに認めリスペクトする関係

性が、子どもをリスペクトする授業づくり

になると思います。 

持続可能な学校にしていくためには、健

康、心理的安全性、自己決定が必要です。

恐れや不安なく言いたいことは言い、やり

たいことをやれることができていれば、仕

事は多いですが職場の中で病むことや辛

い思いをする人が減ると思います。ですか

ら安心して本音を語れる場として、真面目
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なことを真剣に話すだけではなく、気楽に

話せる場作りをすることが必要です。今ま

では働く時間ばかり気にしていましたが、

「どのような環境を作るか」が非常に大事

な視点になります。 

「ビジョン共有ワークショップ」では、

先生方や保護者と話し合うことを短時間

でも行い、安心して学校で働くことはでき

ることで皆同じ方向を向いてやれること

が分かり、安心感が得られます。 

 

（７）「正解」と向き合う 

 

【ゲスト】最近、「正解のない問い」が言

われています。これまでは答えを出し、マ

ルかバツかで分断を生み出してきました

が、今は正解がない時代なので課題を設定

し失敗から学ぶことが重要となります。加

えて、明確な解はないことから、対話し、

考え続け、これまでに無いやり方でイノベ

ーションを起こしていくことがポイント

になります。 

遊びやゆとりが大事と考えた場合、「自

分たちで決める学び」を作っていく必要が

あるわけです。誰一人取り残さない学校を

実現し、子どもの学びに加えて、教職員も

一緒に働いていくことが大切であります。

ですので、対話を作るための場づくりが子

どもと教職員共に必要なのであり、「失敗

したのでしないようにする」ではなく、「失

敗を活かしてどのようにやり直していく

か」を皆で考えていければよいと思います。 

ガンジーは「世界の変化を見ることを望

んでいるなら、あなた自身がその変化にな

りなさい」と言っています。人は自分とは

違うため、「この人と上手くやっていくた

めに、自分をどのように変えていくか」と

いうことです。授業で子ども達が分からな

いのは子どものせいではなく、授業のやり

方や資料の提示の仕方などを変え、子ども

たちが「できた。分かった。」という状況

を作り出していくことを先生方は常にし

ているのです。ですから自分から違いを受

け入れ、人と違うことを恐れず、自分が変

容していくこと、エンパワーしていくこと

が学校の役割として大事です。 

答えを出すのではなく作っていく時代

になってきていますので、皆さん一人一人

の良さが生かされるカラフルな学校づく

りを考えていければと思っています。 

 

（８）質疑応答 

 

【参加者】教職経験が 40年以上おありで

すが、どの辺りが教職キャリアとしての分

岐点となりましたか。 

 

【ゲスト】私はミニバスケットボール部の

指導に携わっていました。最初 15年ほど

打ち込んでいたときに、気づいたことがた

くさんあります。 

例えば、前任の指導者が全国大会へ行く

ような指導者で比較されるのですが、あま

りにカリスマ的な人なので「住田先生にな

ったから弱くなった。練習が楽になっちゃ

った。全然勝てなくなった」と言われまし

た。そうなると、「何とか勝たせよう」と

思い、すごい練習量と練習試合をして、前

の先生に負けないようになろうと思った

わけです。そのようにしても、私はそれほ

ど指導力があるわけではないため、結果的

に小学校でみんなバスケットが嫌になっ
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てしまい、中学校では全員がバスケット部

以外の部活に入ってしまいました。 

そこで、自分は、一体何のためにバスケ

ットを子どもたちに教えようと思ったの

かと考えました。できるだけ多くの子ども

たちにバスケットの楽しさを味わっても

らって、バスケットをやる人を増やそうと

いう崇高な理念のもとにやり始めようと

したものが、実は自分のプライドのために

やっているようになっていたのです。そう

して、子どもが燃え尽き症候群で「バスケ

ットはもういいです」となり、私が考えた

ことと全然違う結果が出てしまったわけ

です。そこで、自分を変えなければならな

いと思いました。目先の手段である試合に

勝つことが、目的化してしまったところが

大失敗であり、子どもに気づかされました。 

その後は、お互いに話し合って子どもの

主体性を伸ばす「コントロールからマネジ

メント」の形に自分を変えて行きました。

結果的に全国大会に 3 回出場しました。バ

スケットを続けてくれることが本当は喜

びなのだと今改めて感じるところではあ

ります。 

子どもを信じることは大事で、信じない

がために負けた試合がたくさんあります。

例えば、相手が強力なチームで「どうせ負

ける」と試合前に思っていたら、その時点

で私は負けているのです。しかし、そのよ

うな試合に限って子どもは勝つために頑

張っているのですから、ものすごく頑張っ

てしまうのです。そして、何が起きるかと

言うと、試合の終盤まで競るわけです。競

った時に、何が最後に勝敗を決めるかと言

うと、ベンチワークです。最後の残り何秒

や数点差という状況でベンチがきちんと

した指示を出すことや、ぶれずに最後まで

子どもを信じて任せられるかということ

です。最初の段階で負けると考えているた

め、競っていると「こんなはずじゃなかっ

た。おかしいな。勝っているな」と焦るの

です。私が子どもを信じておらず、既に負

けているので、最終的に負けてしまうので

す。その都度「子どもを信じなかったため

にこんなことになっちゃったな。」と思う

のです。子どもは自分の考えるプレー以上

のことをする可能性があるので「私を越え

ていく」ことを考えなければならないと思

ったのです。 

これはクラスや職員室でも同じです。信

じて任せることがすごく大事な視点だと、

学校経営の基盤としてバスケットと子ど

もから学んだことが今の私になっている

と思います。 

 

【参加者】「子どもを信じる」というフレ

ーズが一人歩きすることもありますが、ク

ラスの中や職員室の中でもそのような経

験が過去にありましたか。 

 

【ゲスト】学級崩壊するクラスがまさしく

該当していまして、そのようなクラスは生

徒を信じるしかないです。先生が自分を信

じてくれると思えば、子どもは頑張ります。

なんとかしようと思っていると、子どもは

そっぽを向いてしまうと思うのです。子ど

もが先生のことを信頼するから、子どもた

ちは先生のことを聞くわけです。今、特に、

そういう状況が強くなってきているので、

先生を子どもはどう信頼するのかという

状況を作って行かなければならないわけ

です。これは職員室でも全く同じことが起
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こります。信頼関係をどのように作るか、

まずは傾聴してサーバントリーダーとし

て、先生たちの話を聞く姿勢が必要です。

エネルギーを奪うのではなく、引き出す姿

勢にすることで、子どもたちが安心して

「この先生だったら大丈夫かな」と思い、

信頼してくれるようになるわけです。 

 

【参加者】どうして、私心を消して学校の

ためにと思うことができるのですか。 

 

【ゲスト】教師は人を「育てる」、「育つこ

とをサポートする」仕事なのですから、結

果的に育たないと駄目なのです。例えば、

私が発言している中で、できる状況では育

っているとは言わないと思うのです。スポ

ーツでも指示した通りに動けばいいみた

いになっていたのですが、言った通りに動

くイエスマンを育てるのではなく、NOを

言える人を育てないといけないと思うの

です。「コーチや先生が言ったからみんな

YES です」と言うような人たちでは、何か

あった時に自分たちで判断できなくなり、

みんながキャパシティの狭い場所でやっ

ているため、楽しくもないです。自分たち

で色々なことを考えて飛び出して行き、

色々な教育活動をできるような、そういう

先生の下では子ども達はワクワクして楽

しいと思えます。ワクワクする学校や教室

を作っていくためには自分たちで考える

ことを育てていくことが、私の仕事なので

す。自走できるようになってはじめて私は

仕事したと思っています。子どもたちが担

任の先生がいないと何もできないではな

く、自分たちで考えられるような子どもを

育てたいわけです。職員室でも同様で、今

求められている「エージェンシー」を育て

たいわけです。自分がやりたいことではな

く皆がやりたいことができるようサポー

トすることが私の仕事であり、マネジメン

トであると思うのです。私の喜びは、私が

いなくても先生たちがどんどん色々なこ

とやり、知らないところで知らないうちに

色々なことをやってくれていることです。

自分の知らないところで色々なことをす

ると「なんで、勝手なことするんだ」と勘

違いする人がいるのですが、「自分たちで

考えてできるって分かっているのだから

喜ぶべきことだ」と思うのです。自分たち

でできるような人を育てることが私の本

望です。 

 

【参加者】自分がリーダーとして何をする

べきかを考える上で、大切なことを教えて

ください。 

 

【ゲスト】まず、チームの人たちをよく知

ることで、その人が何に関心や興味を持っ

ているのかを知る必要があります。「適材

適所」と言われますが、学校では人事があ

ります。どこで何をしてもらうか、何かす

る時に誰にしてもらうかは、適当にできな

いので面談の時間をたくさんとっていま

す。そこで、その人が何をしたい人なのか、

この後どういうキャリアアップをしてい

きたいと思っているのか、何に関心興味を

持っているのかを丁寧に聞きやりたいこ

とを引き出していくことを大切にしてい

ます。ですから、相手に関心を持つことが

大事だと思っています。相手の関心を知っ

ていれば、聞かれたときに色々話をするこ

とや、スキルが足りなければ、スキルアッ
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プできるようなことの紹介や資料を渡す

ことができます。得意な人に出逢わせるこ

ともできると思います。その人の都合や関

心を把握することが大切で、そのために対

話が大事だと思うのです。そのような点で

は、私よりもほかの人はよくできるのであ

まり困らないです。苦手なことや弱みを共

有して手放すことで、組織は回っているの

です。この凹凸をうまく合わせていくよう

な組織作りをしないと、克服しようと思う

気持ちがあればよいのですが、苦手なこと

を抱えたままでは辛いですし、得意な人が

そこをサポートした方が、苦手なことにエ

ネルギーを使わずストレスなくいけると

いう考え方もあります。 

 

【学生】「カラフルな学校」と聞いた時に

どういう意味なのかと思っていたのです

が、資料やお話を聞いて生徒も先生たちも

楽しそうな学校だなと感じました。 

 

【ゲスト】一番嫌なことは教育関係者が自

分たちの学校を「ブラック」ということで

す。なぜかと言うと自分たちがいる学校は

子どもたちが通って来ており、子ども達の

未来や希望などを言っています。にもかか

わらず、「ブラック」と言うのは、ブラッ

クな学校に子ども達を通わせているとい

うことになるわけで、なぜ変えないのかと

いうことです。では、ブラックではないと

すると何色がよいかですが、全部同じ色に

なるではブラックに限らず画一的なので

危険です。そう考えた時に、色彩は色々あ

り多様性ですから、みんなそれぞれの良さ

を発揮しましょうよという意味で「カラフ

ル」という言葉を使ったのです。 

 

【参加者】働き方改革に関して、若手の長

時間労働も深刻化しています。若手教員は

教材研究などに手間暇をかけながら教材

と向き合ってくという時間も長期的な観

点からは重要だと思いますが、もっと向き

合いたいという若手教員にはどのような

言葉をかけられますか。 

 

【ゲスト】世代によって考え方が違うよう

な気がします。学校を見ていると若い人は

さっぱりして帰っています。自分の 1日の

デザインで 30代の方でも家族を大事にす

るなど、自分の時間を大事にしていて、価

値観が我々と違う気がします。よく言われ

るのは「学ぶ 20代、学ばない 50代」と、

若い人は外で学んでいることも多いと思

っています。教材研究って確かにあるので

すが、学校に張り付いてばかりではなく、

色々なところへ行き、人と対話や体験して

いくことで得たものを生かしていくあり

方もいいと思います。あとは、世代との価

値観の違いをどのように考えていくのか

です。若手の人たちが教材の教え方ですぐ

に相談できる体制を作る必要もあります。

勤務時間の中で時間を満たしながら教材

研究に当てることも考えていく必要はあ

るのですが、カリキュラムが過密状態で十

分にできないことがあります。勤務時間内

に教材研究や授業のことについて話し合

えることが、本来の姿でありどこまで近づ

けるかが考えていかなければならないか

と思います。 

 

【参加者】教育行政との関係で言えば、学

校はもっと分権型の組織にシフトしてい
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くべきでしょうか。 

 

【ゲスト】学校に権限委譲していき、教育

課程の編成権は学校にあるのでもっと自

由にやればいいと思うのですが、学校が他

に求めすぎているような気がします。学校

独自でもっとやれることはあるので、やっ

ていく方がよいと思いますし、変えていく

ためには今までのことに囚われずに、目的

の明確化でビジョンを共有し話し合いな

がら自分たちで決めていき、決めたことに

対して周りや行政はとやかく言わないこ

とが大切です。行政も、学校を信じて任せ

る姿勢が必要だと思います。 

今新しい学びを言っているのですが、私

は「教育」というフィルターを皆が学び続

ける必要があり、誰か教えて誰かを育てる

ような考え方を取り払う必要性について

話をしました。皆がそれぞれでエンパワー

メントしていく関係性を大事にしていく

方へどんどん進んでいくと思うので、その

時に大事なことは「リスペクト」だと思い

ます。これから教員になる方々にはぜひ子

どもをリスペクトすることを大事にして

欲しいと思います。子どもたちから学ぶこ

ともリスペクトする関係性の中できっと

良い学びをお互いに作っていくことがで

きると思います。私の反省を込めてお話を

しました。 


